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エチオピアの地学的観光

辻　野　兼　範
1 ．はじめに
　筆者は 2013 年 7 月から 2015 年 6 月まで JICA シニアボランティアとして，エチオピアで教員養成
大学の学生や義務教育の先生方対象に実験講座を開催し理科教育の指導を行ってきた．赴任中エチオ
ピア国内を旅行し，世界遺産などの観光地で地学に関する視察を行い教材化にも取り組んだ．本報告
はその一部である .

2 ．エチオピアの地史の概要（高橋，1985）
　アフリカ大陸は南北に東アフリカ地溝帯が走
り，エチオピア・リフトバレーは南北にＹ字形に
開き紅海に続いている．Ｙ字の内側の扇形地域は
標高 0m 以下の低地で，気温 40℃を超える極暑
の半砂漠地帯である．外側は標高 2500m 以上の
高原が西部帯と東部帯に分かれて広がり，東西の
高原帯に挟まれた低地が大地溝帯の底にあたる．
図 1 に地質図を示す .
（1）先カンブリア時代から古生代の基盤岩：エ
チオピアの基盤は 8 億年前から 4 億年前の先カン
ブリア時代から古生代はじめの造山運動による火
山岩や堆積岩からなり（高橋，1985），北部，西
南部，南部に分布し国土の約 20% を占める．金
属鉱床はこの基盤岩に主として分布する .
（2）古生代から中生代：古生代には陸化し侵食が進み剥削され，アフリカの角地域では約 2 億年前
の三畳紀末には大規模な海進が始まり，エチオピアの大部分を覆いジュラ紀末まで海が広がった（高
橋，1985）．各地に砂岩，石膏，石灰岩が堆積し，現在の地溝帯にはジュラ紀には最大で厚さ 2000m
の沈降海盆をつくっていた．海退はジュラ紀末にはじまり白亜紀のはじめには西部，中央部は再び陸
化した．東部のオガデン地域には蒸発岩と砂岩が厚く堆積し，白亜紀末まで静穏で準平原化していた

（高橋，1985）．
（3）新生代：造陸運動が始まり隆起の時代に入る．古第三紀漸新世に上昇地域に莫大な量のアルカリ 
玄武岩と割れ目噴火活動が起こり，厚さ 2000～3000m の広大な玄武岩台地を形成した．この玄武岩
浜松市西区村櫛町 2918-7

図 1．エチオピアの地質図
　　　（高橋，1985 より許可を得て転載）
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台地はトラップ・シリーズと呼ばれ，この活動の後，中新世初期には大陸地域の分離が始まり，ソレ
イアイト質玄武岩の噴出，現在の地溝帯ではアルカリ火山岩の噴出があった（高橋，1985）．高原地
帯は上昇を続けドーム状に隆起し，地殻の割れ目にはリフト帯を形成し，鮮新世末期には現在の西部
高原帯の西側を正断層で境される地溝構造がつくられた．大陸地域の分裂により紅海が形成されたと
考えられ，アラビア半島とアフリカ大陸を接合すると両岸の海岸線が重なり，エチオピアのアファー
低地を走る断層帯の位置はアラビア半島の海岸線と一致することがこれを示し，アファー低地は紅海
の一部であったと考えられている（高橋，1985）．アファー低地と紅海の形成期に火山活動があり，
玄武岩質溶岩が噴出し現在も火山活動は続き，世界一過酷な観光地として有名である．

3 ．アフリカの屋根（シミエン国立公園　1978 年世界自然遺産）
　北部の古城都市ゴンダール（世界文化遺産）を基地とし，車で 4000m 付近まで登ることができテ
ント 3 泊 4 日でエチオピアの最高峰に登頂することができる（図 2）．雄大な自然景観ばかりではな

玄武岩台地（飛行機から） 傾斜した台地 側火口（溶岩流出口）

切り立つ崖 岩脈

玉ねぎ状風化 台地の斜面を開墾 段々畑

図 2．アフリカの屋根（シミエン国立公園）
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くゲラダヒヒなどの固有種に出会い，最果ての地ともいえる場所で人々の生活に触れることも魅力で
ある．
　新生代に始まったエチオピアトラップシリーズの大規模な玄武岩質火山活動と隆起が大きかった地
域で，標高 3000 ｍ～4000m の高原地帯が広がる．隆起侵食により削られた崖の縁が高峰をつくり，
4000m 以上の高峰が 8 つあり，最高峰は 4543m のラスダシャン山である．繰り返し噴火し堆積した
玄武岩質溶岩が台地をつくり，隆起した高原台地の上は比較的平坦である．風化侵食により垂直に切
り立つ崖の深さは 1000m にもなり，崖から見下ろす谷は目がくらむような峡谷である．その景観は
アメリカのグランドキャニオンをしのぐほど大規模なものである．高原の斜面を開墾し，斜面が崩れ
ないように石で段々畑のように守っているが，土地はやせ天水に頼り収穫が少ないことは容易に分か
る．エチオピアの中でも最も貧しい地の一つである．ツアーにはライフルを持ったガードマンが誘拐
から守るためにつく．最初は山岳民が誘拐されていたが，外国の観光客の方がお金になることがわか
り，外国人目当ての誘拐が増えたからである．このような地でも日本人を見ると子供たちは「チャイ
ナ」と呼ぶ．中国の影響力の大きさがよく理解出来る．

4 ．固有種の生息
　高原帯は地理的に隔離されているため多くの固有種が生息している .
（1）ゲラダヒヒ（図 3）：エチオピアには 3 種類のヒヒが生息し，本種は他の 2 種に追われて高地に
順応した草食性のヒヒである．オス 1 頭，メス数頭の小グループを形成．夜間は 100 頭も集まる．

（2）ワリアアイベックス（図 4）：3000m 以上の山岳地帯に隔離されて生き残り固有種になったと考
えられており，一帯はワリアアイベックスを保護するために国立公園に指定された．
　オスは大きな角を持ち，メスの角は小さくて一夫一妻である．ガイドの説明では，ゲラダヒヒは目
が良くて，ワリアアイベックスは臭いに敏感で，夜間は互いに天敵から身を守るため洞窟に同居する
という .

図 3．ゲラダヒヒのオス（左）とゲラダヒヒが群れで食事する光景（右）
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5 ．アジスアベバの柱状節理（図 5）
　アジスアベバは西部高原帯の標高約 2400m に位置し，一帯が玄武岩質なので注意すれば柱状節理
はどこにでも見られる．土地の表面は赤色の火山灰で覆われ，雨が降ると泥んこ状態になり，靴の底
にべっとりつき歩きにくくなる．そのためか町のいたるところに靴磨きがいて，子供が生活費を稼ぐ
ために雨の日でも靴を磨いている．

6 ．青ナイルの源流タナ湖（図 6）
　タナ湖は青ナイルの源流として有名である．古い構造湖で堆積物が厚く堆積しガイドの説明による
と平均水深は約 9.0m と浅い．多くの島々が点在し漁民は漁を生業とし，羊肉牛肉を多く食するエチ
オピアの中で淡水魚が名物になっている．島には教会が多く観光客の島めぐりにもなっている．この
タナ湖から流出する河川にかかるのがブルーナイルの滝である．ガイドの説明によると幅 400m，高
さ 45m で雨季は水量が多く見事な光景が見られる．現在タナ湖には外来種のホテイアオイが広がり
漁業への影響が大きく問題になっているという．
　エチオピアの電力の 86% は水力発電であり（在エチオピア日本大使館，2008），エチオピアとスー
ダンの国境近くの青ナイルで巨大なダム（ルネサンスダム）の建設を進めている．2018 年には完成
予定である．慢性的に電力不足のエチオピアにとって重要な国家プロジェクトであり，先進国への

図 4．ワリアアイベックスのメス（左），オス（中），ワリアアイベックスのメスとゲラダヒヒが同居する光景（右）

図 5．町の中心に見られる柱状節理（左）と小河川岸の柱状節理（右：蜂の巣のように見える）
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依存が強い中で，建設国債を発行し，一般市民に購入を促し約 1000 億円の資金調達も済んでいる肝
いりの巨大事業である．このダム建設にエジプトは反対してきた．エジプトは国内水利用の 97% を
ナイル川に依存しており，カイロ首都圏の人口増加により水需要が急増し，ナイル川の水資源確保は
エジプトにとって重要な課題であるからだ．エジプト
はダムに水を貯水する期間を約 10 年とすれば下流の
水量の減少は少ないと主張しているが，エチオピアは
3 年で貯水しダムの早期利用を主張しており，対立は
なかなか解けない（NHK BS1，2018）．これまではエ
ジプトが優位にナイル川の利用を主導してきたが，貧
しいエチオピアも水利用の権利を主張しているのであ
る．開発にリスクはつきものであり，ルネサンスダム
のように国際問題にまで発展することもある．エチオ
ピア，スーダン，エジプトとの間で今後どのような合
意が進められるのか注目したい．

7 ．ダナギル低地
（1）エルタ・アレ火山（図 7）：北部のアファール盆地にありエルタ・アレ火山の溶岩湖が見られる
ことで人気の高い観光地であるが，エルトリアとの国境の近くにある危険な地域で，2012 年には 5
人，2017 年にも観光客が殺害される事件が発生した．観光客の安全のためにライフル銃を持ったガー
ドがつくが，キャンプ地にはテントもなく夜営し夜間襲撃されれば身を守ることはできない．溶岩湖
は夜間の暗闇の中で見ると美しいため，夕方 2 時間半ほど歩き暗くなるころに火口近くの夜営地に着
く．観光客は火口の縁ぎりぎりまで近づくことができるが，ある観光客がマグマの噴出する火口に落
ちて絶命したこともあるという．火口は周囲を歩いて回れる程度の大きさなので溶岩湖全体を見渡せ
る．流動性の高いマグマが火口から噴出し，まるで噴水のように鮮紅色のマグマを噴き上げ沈んでい
く．間欠泉のようにマグマは噴出し，すぐ近くまでマグマの飛沫のような破片が飛び散ってくる．そ

図 6．青ナイルの源流タナ湖

タナ湖の水面

ブルーナイルの滝　雨季 ブルーナイルの滝　乾季
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の光景はまさに地球の鼓動である．上昇したマグマはすぐに沈み，沈み込んだ場所は冷えて固まる．
暗い夜空の中に鮮紅色のマグマが吹き上げられ，冷えた固形物が黒いためコントラストで美しく見え
る . 悪魔が口を開けて閉じると例えようか．夜が明けると岩石質の部分は灰色に見えマグマの色も鮮
やかには見えない．足元はガラス質の溶岩物質で歩くとサクサク音がし，噴出口の跡が多くペレ―の
毛はどこにも落ちている．古い外輪山に囲まれ過去の溶岩湖の中であったこともわかる．

図 7．エルタ・アレ火山

パホイホイ溶岩 アア溶岩
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（2）塩湖（アサレ湖）とラクダの隊商（図 8）：塩分 48% で世界一塩分濃度の高い湖（ガイドの説明
による）で生き物の気配がない．静寂の世界が広がり鳥も昆虫も水の中に小さな生き物もいない．あ
るのは砂と水と塩だけで生物が誕生する前の地球を想像させる．これまでに経験したことのない無に
近い世界で，自分がこのような場所にいることに感激する．厚く塩が堆積し塩を運ぶラクダの隊商が
延々と続く．自然にできた塩田には蓮の葉のような五角形をした塩の塊が敷き詰められ，それを 1 個

塩湖（音のない世界） 湧きだす塩水

塩の隊商

塩の平原 塩の切り出し

図 8．塩湖とラクダの隊商
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5kg の四角形に切り出し，26 個をラクダの上に乗せる．気温は 38℃あり極暑の中 1 日で約 150 個つ
くり，町まで 1 週間かけて運ぶという．機械で掘削しトラックで運ぶことも可能であると思うが．重
機を使えば裕福になるのは経営者だけで，今働いている彼らは失業するかもしれない．機械類は一切
持たずに昔からの方法で塩を取る伝統的なラクダの隊商が今でも続いている．

（3）ダロル（硫黄）火山（図 9）：海抜－ 115m にある黄，赤，緑色の鮮やかな色が広がる硫黄火山，
塩の渓谷である．S，Cu，Mn，Ne などの元素が含まれ砂漠地帯に突然現れる色のオアシスである．
地下水が湧き上がるように金属元素を含んだ温泉水が吹きだしており，その場所が日によって変わる
ので色のオアシスも変わるという．4 年間のイタリア統治時代に採掘しており当時の現場の跡が残っ
ている．

8 ．あとがき
　エチオピアには 9 つの世界遺産と多くの観光資源があり，政府は外貨獲得のために観光に力を入れ
ている．しかし世界から観光客を呼ぶためには問題が多いことがよくわかる．サービスをするという
考えがないのである . シミエン国立公園に行ったとき，帰りのマイクロバスが予定の時間になっても

金属元素がつくる色のオアシス

塩の渓谷 塩のキノコ

図 9．ダロル（硫黄）火山
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なかなか来ない．何もない高地で泊まる所もなく不安になっていた時，数時間遅れの日暮れ時によう
やく迎えの車が来た．なぜ遅れたか尋ねると，パンクしたのでタイヤ交換に事務所まで引き返してい
たという．スペアを持たずに事務所を出ていたのである．遅れても平気で悪いという意識はなく謝罪
もない．事前に予約していたホテルでは，予約はないといい，確認を促してもその時の担当者がもう
いないのでわからないというだけである．レストランでは注文を聞きにくることもない．客から店
員を呼ばなければ注文ができなく，注文してもしばらくたってから食材がないからできないというこ
ともある．自分の誤りを認めることはまずなく，相手に責任を押し付ける．日本の常識では考えられ
ないことが多いが，慣れればあまり気にならなくなるから不思議である．「郷に入れば郷に従え」と
いうがまさにその通りで，日本の常識で不満を言っているうちはエチオピや同様な国では生活できな
い．なぜそうなったのか，個人の背景にはその国の歴史が反映されているものである．エチオピアは
3000 年近くも王権国家が続き，1974 年に社会主義革命があり，1991 年に民主主義革命が起きて 1995
年にエチオピア連邦民主共和国が発足した．しかし，実態は独裁国家で現在は非常事態宣言の下にあ
り，国民の多くは［エチオピアには表現の自由はない］という．このような政治的背景があるので，サー
ビスの対価として収入を得るという考え方が育たないのも理解できない訳ではない．しかし，エチオ
ピアの経済発展のためには国民の意識の改善が必要である．日本政府が ODA（私たちの税金）でエ
チオピア政府の支援をしているということも知ってもらいたい．エチオピアの人びとの平穏な暮らし
を心から祈る．
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